
    

高速交通ネットワークの整備促進について 

 

“地方創生元年”となる今年、国においては、「まち・ひと・しごと創生基

本方針２０１５」を閣議決定し、人口減少に歯止めがかからない厳しい現状

を踏まえ、一刻の猶予も許されないとの危機感の下、地方における経済の好

循環の実現に向け、地方創生の深化に取り組むこととしている。 

 

地方においても、「人口減少問題の克服」と「成長力の確保」に向けて、

地方版総合戦略の策定とともに、従来からの施策に加え、地域の実情に応じ

た新たな取組を進めているところであり、とりわけ、都市部への人口流出に

悩まされている中四国地域においては、優れた産業集積や魅力あふれる豊富

な観光資源等を活用して産業力・観光力の強化を図ることなどにより、新し

いひとの流れとしごとをつくり出していくことが重要となっている。 

 

こうした取組を進める上で、円滑な物流や交流人口の拡大に資する高速道

路をはじめとする高速交通ネットワークの構築は必要不可欠であり、現に、

ここ数年の間に開通した高速道路の沿線では、企業進出の活発化や観光客数

の増加などの効果が現れているところである。 

 

その一方で、中四国地域では、依然としてミッシングリンクや暫定２車線

での供用区間が多数存在するなど、高速交通ネットワークの形成が不十分で

あり、企業誘致や観光振興、地場産品の市場拡大など様々な分野で大きな障

害となっており、他地域との格差がますます拡大している。 

 

また、高速交通ネットワークは、大規模地震をはじめ、近年各地で頻発す

る台風や集中豪雨などによる大規模災害時等において、救急活動や緊急物資

の輸送、復旧活動の支援等に重要な役割を担っており、防災・減災、国土強

靱化の観点からもその早期整備が求められている。 

 

さらに、中四国地域のさらなる発展を図り、また、今後の大規模災害に対

応できる国土基盤を構築するためにも、西日本における高速鉄道網の整備に

より、多軸型国土構造への転換を図るよう早急に検討を行う必要がある。 

 

今後、中四国地域の交流、連携を促進することにより、地域経済活動の広

域的な展開や大規模災害時等のカウンターパート方式による効果的な支援等

を実施するためには、高速交通ネットワークを早期に構築することなどによ

り、そのストック効果が最大限発揮されることが重要であることから、国に

対し、以下の事項について強く要請する。 

 

 

 

 



    

１ 高速道路等のネットワーク整備に必要な道路関連予算全体の拡大 

老朽化が進む道路施設の的確な維持管理・更新が可能となるよう、引き

続き、必要な予算を確保するとともに、遅れている地方の道路整備の実状

に鑑み、高速道路等のネットワーク整備が計画的かつ着実に推進できるよ

う、道路関連予算全体を拡大すること。 
 

２ ミッシングリンクの早期解消 

国の骨格を形成する高速道路等は、経済社会の発展に不可欠な「地方創

生の道」であり、また、大規模災害時等には「命の道」となる重要な社会

基盤であるにもかかわらず、中四国地域には依然として多くのミッシング

リンクが存在している。地方創生のみならず、国土強靱化の観点からも、

国の責任において、ミッシングリンクの早期解消を実現すること。 
 

３ 暫定２車線区間の早期４車線化等 

  高速道路等の定時性、安全性、高速性の確保や物流機能の強化、また、

事故発生時や災害時における交通機能の確保を図るため、暫定２車線区間

の４車線化や付加車線整備を促進すること。 
 

４ 高速道路等の有効活用 

地域の活性化や連携強化のほか、「緊急輸送道路」としての機能が最大

限発揮できるよう、スマートインターチェンジの増設を図ること。 

また、利用者の安全性確保や災害時の緊急避難場所としての活用が可能

となるよう、高速道路等のネットワークにおけるサービスエリアやパーキ

ングエリアの適切な間隔での設置や、その防災拠点化を進めるとともに、

「無料区間」においては、安全で快適な道路交通環境を提供し、地域の振

興に寄与する「道の駅」の計画的な整備を進めること。 

さらに、鉄道等、高速交通網の整備が遅れている地域においては、高速

道路が、産業・観光等の振興を通じた地域の自立的発展を支える最大の基

盤となることから、その利活用を促進するため、地域の実情に応じたきめ

細かな料金割引施策を講じること。 

これらの実施にあたっては、今後の高速道路整備や維持更新に支障を及

ぼさないよう、必要な財源を確保すること。 
 

５ 高速鉄道網の整備 

  中四国地域における新幹線計画は、基本計画にとどまっており、多様性

のある経済圏・大交流圏形成による「多極交流圏の創設」、国土軸のリダ

ンダンシーの確立と防災力強化による「新たな国土構造の構築」の観点か

ら、中四国における新幹線やフリーゲージトレインをはじめ、高速鉄道網

の整備に向けた具体的な取組を加速化すること。 
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